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春インカレの隣接テレイン

で開催されたこの大会に 400

名超が集まった 

 
2013 年 11 月 17 日（日） 栃木県矢板市 

千葉大・東工大オリエンテーリング大会 

 

 
会場となった泉小学校の校庭でウォーミン

グアップをする宮川早穂（W21A-3位） 

背後にある樹齢300年のエノキは県木にも

指定されている銘木 

 

結果 
Ｍ15A - 2.7km ↑45m 

1 青木優英 0:47:35 東農大三中 

2 森 鴻之介 0:49:14 東農大三高 

W15A - 2.7km ↑45m 

1 宮永あゆき 0:42:35 東京農大三高 

2 榎本由佳里 1:05:21 東京農大三中 

M18A - 2.5km ↑100m 

1 鈴木広志 0:41:11 東農大三高 

2 小崎舜真 0:47:52 麻布学園 

3 横山 一石 0:55:34 麻布学園 

M20A - 2.6km ↑125m 

1 宮本 樹 0:30:45 京葉 OLC 

2 高見澤翔一 0:33:51 麻布学園 

3 西村直哉 0:36:09 麻布学園 

W20A - 2.5km ↑80m 

1 田中 圭 1:00:03 東大 OLK 

2 中村里奈 1:01:33 筑波大学 

3 松島彩夏 1:02:51 立教大学 

M21A1 - 5.5km ↑295m 

1 結城克哉 0:46:34 トータス 

2 加藤弘之 0:48:15 ES関東 C 

3 真保陽一 0:49:23 B&B 

M21A2 - 5.5km ↑290m 

1 藤沼 崇 0:47:11 越王会 

2 堀田 遼 0:48:22 トータス 

3 松下睦生 0:48:46 京大 OLC 

W21A - 3.5km ↑145m 

1 稲毛日菜子 0:39:38  東大 OLK 

2 高橋美誉 0:43:26  岩手大学 OLC 

3 宮川早穂 0:44:23  東大 OLK 

M35A - 3.6km ↑150m 

1 福田雅秀 0:39:56  川越 OLC 

2 大塚友一 0:40:16  京葉 OLC 

3 森 竜生 0:41:02  横浜 OLC 

W35A - 2.6km ↑120m 

1 寺嶋貴美江 0:39:44 ES関東 C 

2 渡部裕美子 0:55:01 入間市 OLC 

M50A - 2.7km ↑140m 

1 田中 徹 0:39:26 京葉 OLC 

2 木村佳司 0:41:18 長野県協会 

3 町井 稔 0:42:39 長野県協会 

W50A - 2.6km ↑115m 

1 植松裕子 0:54:58 入間市 OLC 

2 山川順子 1:25:40 鳩の会 

M60A - 2.6km ↑115m 

1 小林二郎 0:39:59 入間市 OLC 

2 大塚校市 0:42:11 千葉 OLK 

3 天明英之 0:44:01 東京 OLC 

W60A - 2.4km ↑85m 

1 海野とみ子 0:59:08 川越 OLC 

2 加藤伶子 1:05:34 入間市 OLC 

 M70A - 2.4km ↑85m 

1 鈴木栄一 0:43:55 千葉 OLK 

2 海野忠秋 0:55:57 川越 OLC 

3 平島勝彦 0:58:10 入間市 OLC 

W70A - 2.4km ↑85m 

1 田中洋子 1:21:28 入間市 OLC 

 

北信越学連男子選考 - 3.5km ↑190m 

1 村田祐貴 0:38:43 新潟大学 

2 山本遼平 0:39:12 新潟大学 

3 松澤卓也 0:40:21 金沢大学 

 北信越学連女子選考 - 3km ↑120m 

1 五味あずさ 0:38:02 金沢大学 

2 横山理恵 0:39:05 金沢大学 

3 名塚晴香 0:40:24 新潟大学 

北信越学連チャレンジ - 3.5km ↑190m 

1 高田翔午 0:44:05 金沢大学 

2 久保貴大 0:45:47 新潟大学 OB 

3 立川悠平 0:50:43 新潟大学 

 

 

春インカレに向かって 
総勢 450 名近くのオリエンティアが

栃木県矢板市に集まった。参加者の多

くは東北地方、関東地方、北信越地方

の大学生だ。小春日和の快晴の中、矢

板の丘陵地に設けられたミドルディス

タンスのコースで競い合った。 

 

2014年 3月に行われるインカレミド

ル競技・リレー競技はこのテレインの

隣接地で行われる。インカレに向けて

の前哨戦として参加した学生が多かっ

た。北信越学連ではインカレミドル競

技に向けての内部選考会に指定されて

おり、遠路より参加する学生も見られ

た。 

このテレインは 20年ぶりにリメイク

され、インカレ基準の高精度 O-map と

なった。2014 年の春までに多くの大学

が合宿に使用されるだろう。 

 

 

活性化する学生クラブ 
数年前に加盟員が大きく減少してい

た日本学連だが、ここ数年で加盟員数

が V 字回復しつつある。これにあわせ

て古豪の大学クラブも、その活動を復

活させつつある。大学クラブによる大

会主催復活はそれを示すものだ。 

ただ O-map 作成や、テレイン利用の

ための地元交渉まで行うのはなかなか

大変である。日本学連ではこうした大

学クラブと組んで、地図作成は日本学

連、大会主催・コース設定は大学クラ

ブという取り組みを始めた。 

今年 9 月 1 日にはその第一弾である

早大 OC大会が開催され、第二弾として

今回の千葉大・東工大のクラブとの共

催大会が開催された。 

 

大会開催は各大学クラブで行うが、

地図作成や地元交渉は日本学連が行な

う。地図作成費用も日本学連が行うと

いうシステムでこれらのイベントは開

始された。今後の合宿のコントロール

や地図販売も日本学連が行う。 

 

この仕組みは各大学にしてみれば地

図への人とお金の投資が大幅に少なく

なる利点がある。日本学連は長期のテ

レイン利用で投資分を回収する仕組み

である。 

なにより地図への負担感が少なくな

ることから、各大学クラブがイベント

開催するための障害が少なくなり、各

大学クラブのアイデアを実現できる場

が提供されることになった。 

こうして学生クラブが活性化し、多

くの良質な競技会が提供されれば今後

の日本のオリエンテーリング未来も開

けてくるだろう。 

（木村佳司） 

 

 

 

 

春インカレ前哨戦が始まった 
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